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2025年1月1日 

新年あけましておめでとうございます。 

2025年の干支は「巳」にあたります。蛇は賢明で用心深い性格を表すとされていますが、新しい環境に順応
する力があると言われています。新たに加わる4名の研修医の先生方が、早々に実力発揮できるようしっか
り指導して参りたいと考えております。 

当教室は本年6月26日木曜27日金曜に、平城宮跡にほど近い奈良県コンベンションセンターにおいて、第87

回耳鼻咽喉科臨床学会を主催させていただきます。本学会の奈良県開催は、内海貞夫大会会長以来、実に56

年振りになります。当時と変わらぬ色彩豊かな紫陽花が咲き乱れ、神の遣いである鹿たちが闊歩する、美し
く神秘に満ちた初夏の奈良にて、多くの皆様方のご参加ならびにご発表をお待ち申し上げます。 

https://gakkai.co.jp/porl87/ 

最後になりましたが、皆様方のご多幸と益々のご発展を祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。 
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2025年1月10日 

厚労科研「難治性聴覚障害に関する調査研究」   

宇佐美班研究分担者の皆様 

このたび研究班の仕事が論文として掲載に至りました。 

先生方のご協力に深く感謝申し上げます。 

概要： 

WFS1遺伝子は、内耳のK+イオンやCa2+イオンの恒常性を保つことで、聴覚機能を維持する役割を果たし
ていることが知られている。また同遺伝子は、常染色体顕性遺伝形式をとり、難聴に視神経萎縮症または糖
尿病を合併し得るWolfram-like症候群の原因となることが示されている。 

Wolfram-like症候群の中で、WFS1遺伝子p.A684Vヘテロ接合型変異によるものは報告が少なく、臨床的特徴
に不明な点が多い。今回、日本国内の10施設より13家系14例の情報を収集し得たので、その特徴について
検討した。　 

14例全例で両側感音難聴をみとめ、出生時や幼少期発症の症例もみられた。感音難聴は重度かつ進行例が多
く、早期の補聴器装用や人工内耳植込術が必要であった。視神経萎縮症を伴うものは2例と少ないが、過去
の報告では遅発例も多いとされ、非合併症例でも眼科的なフォローを要すると思われた。糖尿病の合併は今
回認めなかったが、p.A684Vヘテロ接合型変異以外の変異を伴うWolfram-like症候群には糖尿病の合併が疑
われる報告もあり、内科的なフォローも必要と考えられた。 
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2025年1月10日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は今年最初の新5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス
でした。 

総括では、真珠腫性中耳炎の鼓室形成術式と伝音再建の考え方、術後前頭洞嚢胞の病因病態と治療法、中咽
頭Kの検査診断治療の流れ、頸部リンパ節腫脹の鑑別診断と治療法について、しっかりまとめていただきま
した。  

あくまで個人的な見解ですが、日本の祝祭日の中で明日からの三連休の存在は高く評価してます。年末年始
明けの一週間は大変で、そのあとやって来る三連休はありがたいです。今季最強の寒波が来るそうです。安
心安全な週末をお過ごしください。 
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2025年1月15日 

今年6月26日木曜、27日金曜に奈良県コンベンションセンターで開催される第87回耳鼻咽喉科臨床学会の演
題募集締め切りが2週間延長されました。今月末1月29日水曜正午まで。お忙しいことと存じますが、是非お
手持ちの症例をこの場でご報告ください。 

https://gakkai.co.jp/porl87/abstract/ 
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2025年1月17日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は近畿大学奈良病院の家根旦有教授をお招きして、新5

回生1週ポリクリ「頭頸部腫瘍とHPV感染症」のクルズスとなりました。家根教授はこの3月末日で退官され
ますので、最後の1週ポリクリ。長年にわたるポリクリご担当、いつもだんごの庄に立ち寄られてから来て
くださり、楽しませていただきました。深謝申し上げます。 

続けて、恒例の総括+めまいクルズス。総括では、真珠腫性中耳炎2例、好酸球性副鼻腔炎、副鼻腔真菌症、
喉頭蓋腫瘍の鑑別診断と治療法について、しっかりまとめていただきました。  

明日は当科同門会を兼ねた新年会。ここで、家根教授には退官記念講演を頂戴します。また、日頃あまりお
会いできないでいる先生方に再会できますことを楽しみにしております。 
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2025年1月18日 

本日、第61回畝火会新年総会・令和７年畝火研究会学術講演会が奈良ホテルにて開催されました。 

若手畝火賞、畝火賞にはそれぞれ中道奈都子先生と小泉敏三先生が選ばれました。また、今年度で退官予定
の近大奈良病院教授の家根旦有先生に『近大奈良病院16年間の歩み』をご講演いただきました。 

特別講演では、東京大学大学院医学研究科　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室教授の近藤健二先生に
『CRSwNPにおける嗅覚障害-豊かな生活を取り戻すために-』という題名で、CRSwNPによる嗅覚障害を中
心に、最近の知見をわかりやすくご講演いただきました。 
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2025年1月21日 

本日は当科の非常勤講師をおつとめいただいている川本将浩先生にお越しいただき、ポリクリ学生に対して
「嗅覚講義」を頂戴しました。 

たまたま本日はSONY様にもおいでただき、将来の嗅覚検査の主流を担うであろう、SONYｘ第一薬品の
「におい提示装置NOS-DX1000」の製品説明がありました。 

聴覚、嗅覚、味覚という生死には直接関わらないかも知れない感覚器。それを担当する耳鼻咽喉科。「生き
るを彩る耳鼻咽喉科」と言えるかも知れません。 
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2025年1月24日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は恒例の新5回生1週ポリクリの総括+めまいクルズス。
総括では、人工内耳植込、掌蹠膿疱症扁摘、顎下腺唾石症、甲状腺濾胞性腫瘍の鑑別診断と治療法について、
しっかりまとめていただきました。 

耳鼻咽喉科のポリクリは触れていただくことを重視して進めています。最近購入した側頭骨3Dモデルを用い
た実践的手術トレーニングもその一環です。興味ある人は再び触れに来てください。 

それでは良い週末をお迎えください。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2025年1月31日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は新5回生の「1週ポリクリ総括+めまいクルズス」。総
括では、小児人工内耳の適応基準、鼓室形成術の耳小骨再建型式、口蓋扁桃・咽頭扁桃切除術の合併症、甲
状腺Kのステージ分類と術後合併症について、しっかりまとめていただきました。 

時間的に非常にタイトでしたが、その後に新6回生の「4週ポリクリ原因不明のめまい症のめまいの真犯人は
何だったのか」。メニエール病という確定診断、さらに薬物治療選択について議論してもらいました。 

そして今週は、岐阜大学から奥田 弘先生が2泊3日で当めまいセンター見学に来てくれました。恒例にした
がい、めまい外来、めまい検査、前庭リハビリ、そして講義と討論で締めさせていただきました。 

それでは良い週末をお迎えください。 
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2025年2月4日 

今年も令和7年度の臨床統合講義が始まりました。初日は北原による『耳鼻咽喉科総論』『耳鼻咽喉科とめ
まい平衡医学』に引き続き、大阪ボイスセンターからお越しいただいた望月隆一非常勤講師による『耳鼻咽
喉科と音声言語医学』の3限連続対面講義となっています。 

スポーツ選手の体平衡、歌手やアナウンサーの発声に寄り添うのも医師の役目。それを担当するのが耳鼻咽
喉科です。 

当講義はPDF、YouTubeで復習できます。めまいや音声というニッチな領域も是非エンジョイしてくださ
い。 
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2025年2月4日 

1月30日・31日に開催された「第34回頭頸部外科学会」（会長：慈恵医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 小
島教授）に参加しました！ 

当科からは、木村隆浩先生が上顎歯原性腫瘍について症例報告を行い、石田千恵先生が頭頸部領域における
Tc-MEPについて口演発表を担当しました。私は、当施設の呼吸器内科 山内医師（看護学科 教授）と共同
で、「舌下刺激療法」をテーマに2日目のランチョンセミナーで講演を行いました。この治療法は国内でも
手術件数が増加しており、非常に意義深い時間となりました。頭頸部癌治療を専門とする外科医として、こ
れまでの経験と技術を活かし、関連分野にも引き続き貢献していきたいと思います！ 

学術的な内容だけでなく、学会会場からの素晴らしい夜景や懇親会も印象的で、充実した学会でした。学会
の準備を進めてくださった慈恵医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科の先生方、本当にありがとうございまし
た！ 
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2025年2月6日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。明日は京都出張なので、本日木曜午後に新5回生の1週ポリクリ総括+

めまいクルズス。総括では、真珠腫性中耳炎の病期stage分類、扁桃摘出術の適応と合併症、口腔KのTNM分
類と治療法選択について、しっかりまとめていただきました。 

そして先週に引き続き今週は、仙台医療センターから川村善宣先生が2泊3日で当めまいセンター見学に来て
くれました。めまい手術治療の内リンパ嚢開放術に始まり、塩崎先生の前庭リハビリ、和田先生の感覚代行
リハビリ、講義討論をさせていただきました。今晩は慰労会、明日はめまい外来、めまい検査、めまい研究
紹介、データベース説明と盛りだくさんです。 

是非、ご興味のある医師、ST、PT等、めまい関係者の先生方、当めまいセンターまでお運びください。お
待ち申し上げます。 
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2025年2月13日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。明日は熊本出張なので新5回生の1週ポリクリの学生には、木曜午前に
難治性メニエール病への内リンパ嚢開放術を見学してもらい、木曜午後に総括+めまいクルズスを行いまし
た。メニエール病の疫学統計、病理病態、症状、検査、診断基準、治療法について解説しました。 

当科頭頸部外科グループの充実のため、大阪大学から佐々暢亜先生にスタッフとして入職していただくこと
になりました。奈良県民のための組織作りに尽力して参ります。 
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2025年2月21日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は新5回生の1週ポリクリ総括+めまいクルズス。総括で
は、耳硬化症だと思ったら耳小骨固着であった症例を機に鼓膜正常な伝音難聴の検討。外耳道に発生する腫
瘍の検討。鼻腔に発生する腫瘍の検討。耳下腺腫瘍の分類と診断治療の検討。まとめていただきました。 

当科主催の第87回耳鼻咽喉科臨床学会まで4ヶ月となりました。興味深い学術シンポ、パネル、ハンズオ
ン、イベント、お食事、スイーツ等、企画しておりますので、随時アナウンスして参ります。今年6月は毎週
のように学会がございますが、月末26日木曜27日金曜は是非奈良にお運びいただければ幸いです。 

それでは良い週末3連休をお迎えください。 

https://gakkai.co.jp/porl87/ 
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2025年2月26日 

嶋 緑倫医学部長からクラブ顧問を引き継がせていただいた社会医学研究会、通称社医研。疾病により学業
を長期離脱せざるを得ない小児やその親御さんに寄り添うボランティアが、その活動の中心を成します。 

本日は医学科6回生2名、看護科4回生2名の追い出しコンパ。4月から奈良県内や他府県に社会人として旅立
ちますが、ひと回りもふた回りも大きくなって医大に戻ってきて欲しいですね。引き続きクラブ活動をサ
ポートしていきたいと思います。 
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2025年2月28日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は新5回生の1週ポリクリ総括+めまいクルズス。総括で
はそれぞれの疾患病態の勉強にとどまらず、真珠腫性中耳炎のstage分類と治療プラニング、慢性副鼻腔炎に
対する内視鏡下鼻副鼻腔手術のプラニング、舌Kのstage分類と治療プラニングをまとめていただきました。 

めまいクルズスでは毎回、めまい対策と難聴対策が超高齢社会の認知症予防にもつながり、耳鼻咽喉科の役
割は非常に大きいことをお伝えしています。このようなめまいと難聴のお話を主体とした「耳の日市民講
座」を、週明け3月6日木曜午後、大和八木駅近の奈良県医師会館で開催します。無料相談会付きです。 

2月も末日となりましたが、週末は季節先取りの暖かさとなるようです。それでは良い週末をお迎えくださ
い。 
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2025年3月7日 

3/6-3/8に神戸コンベンションセンターで開催中の「第22回日本臨床腫瘍学会」に参加しています。当科から
は西村 在診療助教が「頭頸部癌に対する導入化学療法」についてポスター発表を行いました。 

また、来年度から我々の仲間に加わる初期研修医にも参加してもらい、日本のがん薬物治療の最先端に触れ
てもらいました。耳鼻科領域だけでなく、他科領域のがん治療開発を知る良い機会に恵まれ、大きな刺激を
受けました。明日からの診療、研究に活かしていきたいと思います。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2025年3月7日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は恒例の新5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。総
括では顕微鏡/内視鏡下鼓室形成術、内視鏡下鼻副鼻腔手術、咽喉頭腫瘍に対するELPSについて、手術手技
面からまとめていただきました。 

ところで最近、奈良医大と近大奈良の論文が相次いで受理/掲載されました。 

まず、奈良医大とリオン株式会社と共同で開発した軟骨伝導補聴器ですが、手軽に装用効果を上げる、ある
いはハウリングを抑制する方法に振動子にジェルを塗る方法があります。その効果に関する論文が
LaryngoscopeIO誌に掲載されました。軟骨伝導補聴器のフィッティングをしていただいている先生方、また
装用している患者様、一度試していただければと思います。 

次に、甲状腺乳頭Kと細胞増殖マーカーKi67の関係についての報告です。近大奈良で初回根治手術を行った
甲状腺乳頭K症例167例のKi67の発現と予後に関して検討したところ、Ki67の免疫染色において、発現率が
5%以上の症例は、5%未満の症例に比べ、有意に無再発生存期間が短縮することがわかりました。J 

Pathology and Translational Medicine誌に掲載されました。 
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2025年3月14日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は恒
例の新5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。総括では
人工内耳植込術と舌下神経刺激装置植込術について。耳
鼻咽喉科医療の中では非常に印象的な手術治療を経験し
てもらいました。 

そして夜は謝恩会＠帝國ホテル大阪。少なくともここ10

年、なぜか大阪で開催されています。皆さんが将来、立
派な医師として活躍されることを願っています。 
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2025年3月21日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜
午後は今年度最終の新5回生1週ポリクリ総括+

めまいクルズス。来週から一旦春休みに入りま
す。総括では慢性中耳炎、真珠腫性中耳炎、肥
厚性鼻炎、甲状腺腫瘍、副甲状腺腫瘍につい
て、診断方法と治療選択を中心にまとめていた
だきました。 

当科主催の第87回耳鼻咽喉科臨床学会まで3ヶ
月となり、耳鼻咽喉科季刊誌「味蕾」の最新号
でアナウンスさせていただいております。是非
ご一読ください。学術講演会では「人々が将来

に明るい希望を見出せるよう、患者さんの日常生活にしっかりと寄り添う頼もしい耳鼻咽喉科」をアピール
します。関西万博の年ですので、学生・初期研修医の優秀発表者には関西万博にちなんだ記念品とともに表
彰したいと思っています。また特別講演、特別パネルでは、関西万博・吉村洋文理事、キャスター・有働由
美子さんをお招きして、参加者の皆様とともに元気になれる学会を目指します。会場ではミャクミャク、鹿
まろ、せんとくんとともに、多くの先生方のご参加をお待ちして申し上げます。それでは良い週末をお迎え
ください。 

https://gakkai.co.jp/porl87/ 
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2025年3月27日 

今年の第87回耳鼻咽喉科臨床学会は、6月26日木曜、27日金曜の2日間にわたり、奈良県コンベンションセ
ンターで開催します。宿泊に関しましては、既に下記URLからご案内を開始しています。 

学会場から最も近くて快適なのは②、③です。その他、平城宮跡や奈良公園との位置関係も重要かも知れま
せん。最近奈良県にも、リーズナブルなホテルチェーンが増えてきています。ご参考まで。 

https://gakkai.co.jp/porl87/accommodation/ 
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2025年3月31日 

今回は特別講演としてがん研究会有明病院　総合腫瘍科の福田直樹先生をお招きし、「ゲノム医療時代にお
ける甲状腺癌治療～臨床的スコアリングシステムに基づいた治療戦略」についてお話いただきました。 

近年複雑化するがん薬物療法について、日々の臨床につながる学びを得られました。 
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2025年4月11日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は令和7年度最初の5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズ
ス。総括は、真珠腫性中耳炎、慢性副鼻腔炎、副甲状腺機能亢進症の診断と治療をしっかりまとめてくれま
した。今年も桜の季節になりました。我が教室にも新しい顔ぶれが集まり活気づいています。そして今宵は
歓送迎会です。いよいよ関西万博の開幕。ブルーインパルス飛ぶのかな。天気が心配です。それでは良い週
末をお過ごしください。 
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2025年4月12日 

頭頸部がんの疫学調査」 

奈良県では1986年より、頭頸部がんの受診動向を継続的に調査しています。 

この調査は奈良県における大学および関連病院、医科のみならず歯科も含め、頭頸部がんの実態を把握する
ためのものであり、これまでに他府県では例を見ない画期的な疫学調査研究です。 

今回の調査では2000年から2021年まで、実に前世紀から今世紀にかけての20年余の長期にわたり、コロナ
禍の影響も含めた大規模データを詳細にまとめました。 

奈良県内の頭頸部がん診療に関わるすべての診療科を包括的に調査している点に特徴があり、まさに日本に
おけるリアルワールドな頭頸部悪性がんの疫学調査報告と考えられます。 

ご一読ください。 

「メニエール病と天候」 

メニエール病を専門に日々診療していると、雨が降ると調子悪い、症状が出てきたと思ったら台風が発生し
ていた等、めまいと天候の関連性について訴える患者さんによく遭遇します。 

過去にはめまい発作の有無を電話で確認してその日の天候との関係を論じた報告は散見されるのですが、そ
れだと患者さんの記憶違いでめまい発作の日がズレていたり、メニエール病発作とBPPV発作の区別が難し
かったり、なかなか正確な検討がしにくい報告となってしまいます。 

今回の我々の研究論文では、内耳造影MRIによる水腫容積量とその日の気象庁から得られた天候データを比
較検討した、世界初の試みです。 

ご一読ください。 
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2025年4月18日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスです。高齢者
の真珠腫性中耳炎への対応、トリソミーに合併する耳疾患、舌Kstage分類、甲状腺K手術合併症、さらに内
視鏡的粘膜下層剥離術をまとめてもらいました。 

教務からポリクリ内容への注文が年々増え、医大生がポリクリで必ず経験すべき症状、疾患、処置などの縛
りが厳しくなっています。なかなかガチ症例に頼ることが多いポリクリですので、たまたま対象が不在にな
ることもあり苦労します。めまい総括ではスライドのような不完全な問診とともにめまい症例を提示し、考
えていく工夫もしています。 

この週末は関西も夏日になりそうです。楽しい週末をお迎えください。 
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2025年4月20日 

昨日午後、奈良医大厳橿会館において、奈良県耳鼻咽喉科三部会合同総会、第99回奈良県耳鼻咽喉科講習
会、第34回奈良県耳鼻咽喉科感覚医学講習会が、現地＋web配信によるハイブリッド開催されました。 

特別講演1：声とめまいのクリニック・院長の許斐氏元先生に「めまいに役立つ睡眠医療」、特別講演2：聖
マリアンナ医科大学耳鼻咽喉科学・教授の小森 学先生に「骨導インプラントで目指すHealthy Hearing 

Ear」をご講演いただきました。 

それぞれ、めまいと睡眠の関係の深掘り、難聴に対する人工聴覚器の現況をご講演いただき、大変興味深い
講習会になりました。 
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2025年4月22日 

本日は有働さんを交えた特別パネル事前打ち合わせ。ご多忙の折、車移動中にもかかわらずZOOM参加くだ
さいました。ありがとうございました。 

耳鼻咽喉科臨床学会の奈良市開催まであと2ヶ月余り。耳鼻咽喉科は人々の生活や職業に寄り添う科であ
り、その面白さを医学生/研修医を含む若い先生方にお伝えする意味で「音声」に分野を絞ったパネルを企
画しました。非常に勉強になりつつ、またとても楽しいパネルになりそうです。第1会場である天平ホール
にて吉村さんの関西万博講演があり、続いてポスター会場でのポスター発表をはさんで、再度天平ホールに
戻っての有働さん特別パネルです。このパネルはスイーツパネルになっていて、スイーツを食しながらお楽
しみいただける企画です。その後、そのまま有働さんには会員懇親会場に移動していただき、宴を盛り上げ
ていただく予定です。是非、現地までお運びくださいませ。 

https://gakkai.co.jp/porl87/ 
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2025年4月25日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は5

回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスです。慢性中耳
炎の鼓膜所見―鼓室形成術の型式、鼻腔所見のとらえ
方―鼻腔腫瘍の鑑別診断、舌所見のとり方―舌Kの
stage分類と治療法の選択をまとめてもらいました。 

GW直前の何となくそわそわする金曜日ですが、良い週
末をお迎えください。 

第87回耳鼻咽喉科臨床学会の追加情報 

https://gakkai.co.jp/porl87/ 

学会HPの左下バナーに「ハンズオンセミナー」を受け
付けております。①シミュレータを用いた漢方腹診実技
セミナー、②軟骨伝導補聴器とその取り扱い、
③FUSE：明日からの手術に役立つエネルギーデバイス

の安全使用、④舌下神経刺激装置植え込み術ハンズオンと、奈良医大色をふんだんに取り入れた興味深いハ
ンズオン企画になっております。参加費無料ですので、興味がお有りの先生方は是非ご登録ください。 

学会HPの右上バナーに「有働さん特別パネル」へのご質問フォームを設けました。有働さんに質問してみ
たいことを事前募集しますので、この機会に是非ご登録ください。 
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2025年5月1日 

いよいよ当科主催の第87回耳鼻咽喉科臨床学会まで2ヶ月を切り、本日5月1日より学会参加登録が開始とな
ります。会場の都合により、参加登録はHP上からのオンライン登録のみとさせていただいております。 

https://gakkai.co.jp/porl87/registration/ 

オンライン登録していただき、現地にお越しくださった先生方には、奈良で行列のできるかき氷専門店「ほ
うせき箱」さんの絶品かき氷を先着順にご提供させていただきます。 

https://www.facebook.com/housekibaco/ 

https://www.instagram.com/housekibaco/ 

https://x.com/housekibaco/ 

整理券お渡し時間帯、かき氷お渡し時間帯がそれぞれございますので、下記URLでお確かめください。 

https://gakkai.co.jp/porl87/registration/ 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University
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2025年5月4日 

これからの当科腫瘍グループを担うTanaka-A、Nishimura-AらがCRTへの提言をまとめました。ご支援くだ
さった先生方に厚く御礼申し上げます。 

Efficacy and safety of definitive low-dose weekly cisplatin with concurrent radiotherapy for locally advanced 

head and neck squamous cell carcinoma. 

Auris Nasus Larynx 52: 296-301, 2025. 

局所進行頭頸部扁平上皮癌に対する低用量シスプラチン毎週併用化学放射線療法（weekly CDDP+RT）の治
療効果と安全性を検討した報告です。従来の標準治療は3週間ごとの高用量シスプラチン併用化学放射線療
法（three-weekly CDDP+RT）ですが、高用量による強い副作用が問題としてあげられていました。そこ
で、副作用を抑えつつ効果を維持できる低用量毎週投与の可能性を検討しました。 

本研究は単施設の後ろ向き解析であり、直接的な高用量投与との比較はできませんでしたが、低用量シスプ
ラチン毎週投与は高用量投与に匹敵する治療効果を示しつつ、より副作用が少ない可能性を示唆していま
す。本研究がこれからの前向き研究のpilot studyの1つになることを期待しています。 

ご一読ください。 
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2025年5月16日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスです。真珠腫
性中耳炎のstage分類と術式分類、人工内耳植込術の適応基準と手術合併症、内視鏡下副鼻腔手術の適応基
準と手術合併症、甲状腺切除術の適応基準と手術合併症をまとめてもらいました。 

奈良医大の重要な関連病院の一つであるベルランド総合病院、頑張ってますね。カルボプラチンにより発症
したSIADH。非常に珍しい合併症です。ご一読ください。 

GWが終わり気温も上昇、だれそうになりますが、元気な週末をお過ごしください。 
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2025年5月16日 

Turkish Otology & Neurotology Congressという、トルコ国内におけるdomesticな耳科・神経耳科学会が
istanbulでありまして、招待講演させていただきました。 

トルコ時間でランチョン直後の13時から、すなわち日本時間では19時からの発表。zoomでしたが多くの質
問をお受けしました。 

来年のIFOS＠istanbulは是非現地で、という言葉で締めていただきました。ありがとうございました。 
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2025年5月18日 

令和7年5月18日日曜日、第9回畝火会ゴルフコンペが春日台カントリークラブで開催されました。昨日局所
的に強烈に降った雨も今朝から止み、例年通り多くの同窓の先生方にお集まりいただきました。 

レギュラーの部では常に安定感のあるプレーをされる山本俊宏先生が優勝、菊岡政久先生が3位。調子の良
かった岡本英之先生が割って入る形で2位になりました。レディースの部では松村八千代先生が一昨年、昨
年に引き続き優勝しました。おめでとうございます。 

年々参加者の平均年齢が上昇しておりますので、是非とも北野先生、衛藤先生あたりの学年の先生方にこの
コンペを盛り上げていただければ嬉しく思います。 
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2025年5月19日 

いよいよ来月末、第87回耳鼻咽喉科臨床学会を主催させていただきます。主題は「いのち輝く未来耳鼻咽喉
科のデザイン」。人々の「些細な日常の幸せ」に寄り添ってきた耳鼻咽喉科学。人々の「生きるを彩る」に
ついて議論します。 

本日付、m3.comの地域ニュースでも取り上げていただきました。 

https://www.m3.com/news/kisokoza/1273007 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University
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2025年5月19日 

来月末に開催される「第87回耳鼻咽喉科臨床学会」情報です。学会会期中、6月26日木曜と27日金曜の両日
に無料ハンズオンを開催します。 

6月26日木曜午後に「ツムラ」がシミュレータを用いた腹診実技について、「リオン」が軟骨伝導補聴器の
調整実技について、わかりやすく丁寧に指導します。6月27日金曜午前に「コビディエン」がエネルギーデ
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バイスの安全使用について、午後に「インスパイア」が舌下神経刺激装置植込術の術前、術中、術後経過の
評価について、即応用していただくための実技指導を実施します。 

学会スケジュールを参考にご計画ください。 

「ツムラ」腹診実技 

https://gakkai.co.jp/porl87/handson-seminar1/ 

「リオン」軟骨伝導補聴器 

https://gakkai.co.jp/porl87/handson-seminar2/ 

「コビディエン」エネルギーデバイス 

https://gakkai.co.jp/porl87/handson-seminar3/ 

「インスパイア」舌下神経刺激装置植込術 

https://gakkai.co.jp/porl87/handson-seminar4/ 
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2025年5月21日 

本日は奈良医大の同窓会館である厳橿会館にて、兵庫医科大学耳鼻咽喉科頭頸部外科から任 智美講師をお
招きして、「味覚外来における漢方診療」をご講演いただきました。 

漢方薬には西洋薬にはない可能性を感じています。当科でも良性発作性頭位めまい症の根本的な治療薬を検
討しています。植田景太医員は小動物を用いた実験系で、まず加齢が耳石器の形態と機能に及ぼす影響を報
告し、さらに前者に六君子湯、後者にCoQ10が有効ではないか、と報告してくれました。 
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2025年5月23日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後
は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスです。21

トリソミーに合併する耳鼻咽喉科疾患、喉頭麻痺
の症状と原因、甲状腺腫瘍の組織型、副甲状腺手
術に起こりうる合併症をまとめてもらいました。 

来月末に開催される「第87回耳鼻咽喉科臨床学
会」情報です。まずは近鉄奈良駅、JR奈良駅を含
むホテルマップを再掲載いたしますので、駅～学会
場～ホテルの位置関係をお確かめください。 

https://gakkai.co.jp/porl87/accommodation/ 

会場に関しまして、6月25日水曜に学術講演会に先駆けて開かれる運営会議にご出席の先生方は「奈良ホテ
ル」が会場になります。6月26日木曜、27日金曜の学術講演会にご参加の先生方は「奈良県コンベンション
センター」が会場になります。「奈良ホテル」の最寄り駅は近鉄奈良駅、「奈良県コンベンションセンター」
の最寄り駅は近鉄新大宮駅と、いずれも近鉄沿線になります。駅からそれぞれの会場までは徒歩で10分かか
ります。 

「奈良ホテル」へのシャトルバスは 

https://www.narahotel.co.jp/access/ 

「奈良県コンベンションセンター」へのシャトルバスは 

https://wedding-jw-marriott-nara.com/information/post-592/ 

でお確かめください。 

宿泊に関しまして、学会場から最も近くて快適なのは②、③です。その他、平城宮跡や奈良公園との位置関
係も重要かも知れません。最近奈良県にもリーズナブルなホテルチェーンが増えてきています。ご参考にさ
れてください。 

色彩豊かな紫陽花が咲き乱れ、神の遣いである鹿たちが闊歩する、美しく神秘に満ちた初夏の奈良にて、多
くの皆様方のご参加ならびにご発表をお待ち申し上げます。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University
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2025年5月29日 

2025年5月27日（火）～30日（金）の日程で『第126回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・学術講演会』
がパシフィコ横浜ノースにて開催されております。当科・植田景太医員は、日耳鼻がことのほか力を入れた
企画、International Sessionにて発表しました。 

数多くの素晴らしい教育講演、シンポジウム、パネルディスカッションを企画くださった藤枝重治会長なら
びに福井大学の皆様にはこの場を借りて厚く御礼申し上げます。 
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2025年5月29日 

『第126回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・学術講演会』が横浜にて開催中で多数の医局員が不在のた
め、1日早く一週ポリクリの総括を行いました。今週は、甲状腺・副甲状腺の手術、鼓室形成術についてしっ
かりとまとめていただきました。 

とうとう当科主催の第87回耳鼻咽喉科臨床学会学術講演会の開催まで一カ月をきりました。医局員一同、学
会の成功に向けて準備に奔走しております。 

たくさんの先生方のご参加、御来県をおまちしております。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2025年5月31日 

大学院生・大塚進太郎先生の学位論文が、このたびNeurosciense誌に掲載されました。ヒトを対象とした研
究成果が、この老舗の神経科学ジャーナルに掲載されたことは素晴らしい。 

年齢20-30歳の健康な若年成人31名を対象に、5つの音条件（前後左右方向のホワイトノイズ/無音）、2つの
視覚条件（開/閉眼）、2つの足場条件（ラバー有/無）の下、音刺激の提示方向が姿勢の安定性に与える影響
について、重心動揺検査を用いて検討しました。 

その結果、閉眼かつラバー負荷条件では、後方からの音刺激で無音よりも動揺範囲と実効値が、前方からの
音刺激で左側からの音刺激よりも平均速度が有意に小さくなりました。これにより、後方および前方からの
音が姿勢の揺れを抑え、安定性を高める可能性が示されました。 

本研究は若年健常者を対象としたため、音刺激の効果は限られた条件でのみ確認されましたが、前庭機能が
低下した高齢者やめまい症例では、音刺激の効果がより顕著になる可能性があります。今後、こうした集団
における効果が確認されれば、臨床応用への有力な根拠となることが期待されます。 
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2025年6月1日 

当めまいセンターでは「原因不明のめまい症」に対して、短期検査入院で原因を特定し、確定診断を下しま
す。その確定診断にしたがって内服治療、手術治療、あるいは前庭リハビリテーション治療へと進みます。 

前庭リハビリテーションでは理学療法士の先生と協働して、様々なデータを取りながら治療と研究を推し進
めています。どのような症例は改善しにくいか、障害部位によって指導を変えるべきかetc。 

最近出た論文を含め、治療による改善を念頭に置いた研究の流れを簡記します。 

1. What diagnosis should we make for long-lasting vertiginous sensation after acute peripheral vertigo? 

Shiozaki T, Sakagami M, Ito T, Ota I, Wada Y, Kitahara T. 

Acta Otolaryngol 2020; 140: 1001-1006. doi: 10.1080/00016489.2020.1813327. Epub 2020 Sep 12. PMID: 

32921200 

前庭神経炎/めまい突難後に執拗に持続するめまいの原因は、疫学統計的にBPPV、続発性メニエール病、前
庭代償不全の大きく3つの可能性があります。それぞれに陥る割合から原疾患特有の障害部位を推定できま
すし、それぞれに陥る割合を覚えておくと割合の高い順に鑑別診断もしやすい。 

2. Differences in semicircular canal function in the video head impulse test in patients in the chronic stage of 

sudden sensorineural hearing loss with vertigo and vestibular neuritis. 

Nakamichi N, Shiozaki T, Sakagami M, Kitahara T. 

Acta Otolaryngol 2024; 144: 123-129. doi: 10.1080/00016489.2024.2330680. Epub 2024 Mar 28. PMID: 

38546396 

めまい突難後に遷延する前庭代償不全としてのめまいは、その残存聴力から前庭半規管障害部位を推定で
き、めまい予後の良し悪しにも言及できる可能性があります。 
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3. Effects of vestibular rehabilitation in patients with residual dizziness after treatment for benign paroxysmal 

positional vertigo. 

Shiozaki T, Sakagami M, Okayasu T, Imai T, Kitahara T. 

Acta Otolaryngol 2025 May 27:1-6. doi: 10.1080/00016489.2025.2506671. Online ahead of print. PMID: 

40424142 

BPPVは対症療法での経過観察、浮遊耳石置換法、半規管遮断術による治療が確立されていますが、残存す
る誘発性浮遊性のめまい感に悩まされる症例も少なくありません。組織下に深くめり込んだクプラ結石症な
どは、やはり前庭リハビリテーションでそのクプラの重さに脳を慣らしていくしかない場合もあるでしょ
う。 

4. Changes in the Results of the Subjective Visual Vertical Test After Endolymphatic Sac Drainage for 

Intractable Meniere's Disease. 

Shiozaki T, Wada Y, Ito T, Yamanaka T, Kitahara T. 

J Int Adv Otol 2021; 17: 121-126. doi: 10.5152/JIAO.2021.9056. PMID: 33893781 

まだまだ症例数が不足していますが、メニエール病/内リンパ水腫に対する前庭リハビリテーションの効果に
ついて。勿論、回転性めまい発作に対する治療としてではなく、非発作時の浮遊感に対して。この浮遊感は
感覚有毛細胞の自発発火によるものなのか、BPPVや前庭代償不全によるものなのか、今後の研究に結論を
委ねることになります。 
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2025年6月6日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスです。真珠腫
性中耳炎の診断と治療、扁摘アデノトミーで注意すべき合併症、肥満がある場合の全身麻酔下手術のリス
ク、声帯に発生する腫瘍について、しっかりまとめてもらいました。 

第87回耳鼻咽喉科臨床学会@奈良市まであと3週間。事前登録（https://gakkai.co.jp/porl87/registration/）、
ホテル予約（https://gakkai.co.jp/porl87/accommodation/）はお済みでしょうか。無料ハンズオン（https://

gakkai.co.jp/porl87/）も空き有りです。他にはない奈良っぽいハンズオン企画：リオン軟骨伝導補聴器
フィッティング、ツムラ漢方シミュレータ腹診、インスパイア舌下神経刺激装置植込関連、FUSEエネル
ギーデバイス。 

特別招待講演は木曜と金曜の2枠ずつを提示します。木曜は吉村さんと有働さん。金曜は大阪医科薬科の大
須賀先生、大阪公立大学の後藤先生、UPMCのChoby先生。有働さんへの事前質問はネットから受付中
（https://gakkai.co.jp/porl87/）ですし、現地講演時にリアルタイムで会場からもネット受付する企画になっ
ています。せっかくですので、現地会場で楽しんでください。 
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2025年6月13日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスです。耳瘻
孔、真珠腫性中耳炎、小児人工内耳、CHARGE症候群、上顎洞Kの診断、治療、合併症について、しっかり
まとめてもらいました。 

いよいよ医局説明会の季節です。2025年7月16日水曜18時から。そのあと懇親会もありますので奮ってご参
加ください。 
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2025年6月13日 

嶋 緑倫医学部長から顧問を引き継がせていただいた社会医学研究会、通称社医研。疾病により学業を長期
離脱せざるを得ない小児やその親御さんに寄り添うボランティアが、その活動の中心を成します。 

新入部員も大勢入ったとのことで、本日は大和八木の木曽路で新歓コンパ。なかよし保育園、こども食堂、
手話活動など、引き続きクラブをサポートしていきます。 
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2025年6月13日 

2025年6月8-10日に米国ボストンで開催されたHarvard大が主催する第17回International Otopathology 

Societyに当科から岡安が参加し、軟骨伝導補聴器について発表を行いました。日本からは3演題の発表があ
り、日本発/奈良発の新しい技術の発信や希少な症例についての臨床報告がなされるとともに、耳科学に関
する最新の研究に触れることができました。 

次回は3年後になりますが、ご興味のある先生は岡安までご連絡ください！ 
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2025年6月15日 

第49回頭頸部癌学会に参加しました。 

当科からは、鶴田医員と西村診療助教が口演で発表を行いました。 

今回は北海道大学が主幹で、キャンパスを見学して来ました。 

学会での知見を、これからの臨床に還元して参ります！ 
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2025年6月20日 

梅雨とは思えぬ快晴のなか、2025年6月19日（木）～6月20日（金）の日程で、「第20回日本小児耳鼻咽喉
科学会総会・学術講演会」が岡山県倉敷市民会館で開催されています。 

当科からは北原教授、西村忠己病院教授、森本助教、大塚診療助教、奈良県総合医療センター耳鼻咽喉科か
ら澤西先生、成尾先生、そして当科で研修中の研修医2名も参加してくれました。奈良からはいつもより演
題も多く発表させて頂き、参加者の多い賑やかな学会となりました。 

学会を主催頂きました、川崎医科大学 耳鼻咽喉・頭頸部外科学・小児科学の皆様、大変お疲れ様でした。 

小児耳鼻での懇親会や学会運営を勉強させて頂き、来週の学会に活かしたいと思います。 

奈良県コンベンションセンターで開催する87回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会（2025年6月26日
（木）～27日（金））にも是非足をお運びください。楽しい企画を多数用意して、皆様をお待ちしていま
す！ 
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2025年6月20日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。鼓室形成
術、アブミ骨手術、内視鏡的鼻副鼻腔手術、アルミノックス治療について、しっかりまとめてもらいました。 

近畿大学大阪狭山の学生講義のあと、倉敷の小児耳鼻咽喉科学会に参加し、帰学してからのポリクリ。なか
なかハードな昨日今日でした。 

いよいよ来週木曜金曜と、第87回耳鼻咽喉科臨床学会＠奈良県コンベンションセンターです。いろいろ準備
に追われる週末になりそうですが、明るく楽しい未来耳鼻咽喉科を感じさせる学会にしたいです。よろしく
お願いします。 
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2025年6月24日 

第87回耳鼻咽喉科臨床学会・学術講演会が明後日に迫りました。 

万博をPRするミャクミャクに、奈良県コンベンションセンターで会えるかもしれません。 
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2025年6月28日 

第87回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会を6月26−27日に奈良県コンベンションセンターで開催させて
いただきました。たくさんの関係者にご参加いただき、この場をお借りしまして厚く御礼申し上げます。 

ミャクミャクと鹿まろのコラボやほうせき箱さんの関西万博カラーかき氷。関西万博に寄せたインプレッシ
ブな耳鼻臨床@奈良2025に仕上がったと思います。 

有働由美子さん、落合陽一さんにもご協力いただき、未来の耳鼻咽喉科医を目指す学生/研修医に耳鼻咽喉
科頭頸部外科の魅力を存分に知っていただけたのではないかと思います。 

いたらないところも多くご迷惑をおかけしたこともあるかと思いますが、二日間の会期を無事終えることが
でき、来年担当の大阪公立大学耳鼻咽喉科にバトンタッチできそうです。本当にありがとうございました。 
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2025年7月1日 

健常人は内耳に内リンパ水腫がなく、メニエール病は内リンパ水腫
を有することがわかっています。今のところ、内リンパ水腫からめまいや難聴が発症するメカニズムはわ
かっていませんが、メニエール病の発症予防のためには、内リンパ水腫は無いか小さいに越したことはあり
ません。以前からメニエール病は神経症うつ傾向、ストレス過多、自律神経失調、天気が悪いと調子が悪い
など、いろいろとその原因が取り沙汰されています。当科では内耳造影MRIから内リンパ水腫を3D構築して
数値化し、様々な因子との相関を見ています。しかしながら、それぞれの論文にはlimitationが存在し、同一
症例での多変量解析はできていません。今後の前向きな研究が望まれます。 

Fujita-Hらは、神経症うつ傾向の強い患者はストレスが大きいほど内リンパ水腫を来しやすいことを示しま
した。Auris Nasus Larynx 50: 866-873, 2023 

Ueda-Kらは、自律神経系の検査であるシェロング試験のバイタル変動幅が大きいほど水腫を来しやすいこと
を示しました。Auris Nasus Larynx 52: 404-411, 2025 

Sakagami-Mらは、メニエール病初期例や重症例を除くと前日からの気圧低下が大きいほど水腫を来しやす
いことを示しました。Scientific Reports 15: e10784, 2025 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2025年7月5日 

本日令和7年7月5日土曜、グランドメルキュール奈良橿原において、第41回奈良県頭頸部腫瘍研究会が開催
されました。 

耳鼻咽喉・頭頸部外科からは木村隆浩助教が恒例の「令和6年奈良県頭頸部癌患者受診実態」、田村浩一医
員が「切除不能中咽頭がんの化学療法中に生じた喉頭麻痺に対する喉頭形成術」を発表しました。そして締
めは、国立がん研究センター東病院・放射線治療科の全田貞幹先生の特別講演。 

科の垣根を越えた本会は、最新知見を交え活発な議論となりました。引き続き、頭頸部癌治療の開発と発展
への取り組みを進めて参ります。 
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2025年7月6日 

2025年7月5日（土）に、第7回軟骨電動聴覚研究会が開催されました。 

今年から開催場所が持ち回りとなり初の北海道開催となりました。 

奈良医大からは大塚診療助教、岡安講師、西村病院教授が軟骨電動補聴器に対する公的な支援の経時的な変
遷について様々な角度から演題発表を行いました。また大阪大学より下倉准教授が軟骨電動補聴器の音響学
的な基礎部分について口演を行いました。 

今回演題内容はバラエティに富み、後半になるにつれ、質疑応答が活発になり大変に有意義な研究会となり
ました。 

主幹を担当された札幌医科大学の皆様、ありがとうございました。 

来年は東北大学が主幹をされるということで、当科からも奮って参加させて頂こうと思います。 
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2025年7月12日 

2025年7月12日（土）に、第10回耳鳴・難聴研究会が、TKP東京駅カンファレンスセンターにて開催されま
した。第10回を区切りとして、今回で一旦終了とさせていただき、更なる発展を目指して再開を考えること
になりました。 

一般演題の最後は、のだ耳鼻咽喉科/野田和裕先生の『重度の聴力障害帯域における耳鳴コントロール良好
例』で締めとなりました。 
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2025年7月15日 

第87回耳鼻咽喉科臨床学会のスナップ写真の準備が整いました。お時間のお有りの時　https://gakkai.co.jp/

porl87/photo/　にアクセスしてご自身のお写真をDLください。DL可能期間は8月31日まで。やたら関西万博
に寄り添った学会となりましたが、そう言えば奈良の耳鼻臨床は関西万博の年だったね！などと10年後、
20年後にも思い出していただければ幸いです。 

ベテランの先生方による、渾身の耳鼻咽喉科感動ストーリー。川島佳代子先生と楯谷一郎先生の司会進行
で、その感動はさらに際立ちました。学生・研修医の方々には、そんなステキな感動を経験することができ
る耳鼻咽喉科に進んでくれることを期待します。 
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UPMC耳鼻咽喉科頭蓋底外科からGarret Choby先生、大阪公立大学脳神経外科から後藤剛夫先生、そして大
阪医科薬科大学IVRの大須賀慶悟先生には、頭蓋底外科とIVRに関する数々の症例を堪能させていただきま
した。お忙しい中、ご講演ありがとうございました。 

関西万博ということで、特別講演の吉村洋文さん、特別パネリストの有働由美子さん、飛び入りで落合陽一
さんに学会を大いに盛り上げていただきました。ご協力くださいました皆様に感謝申し上げます。 
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2025年7月17日 

昨日、奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座の医局説明会を開催させていただきました。今年は初
期研修医だけでなく、興味を持っていただきました学生さん含め、昨年度の倍以上の参加者を得られること
ができました。奈良医大耳鼻咽喉科の現状や、熱い思いを伝えさせていただきました。 

今後も随時研修、見学、入局相談等を行わせていただきます。お気軽にお問い合わせいただければ幸いで
す。 

(担当:山下) 
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2025年7月20日 

一昨年から企画実現された『南阪奈耳鼻咽喉科研究会』の第3回が、奈良医大、近畿大学、近大奈良、岸和
田市民の合同で、スイスホテル南海大阪にて現地開催されました。 

一般講演の共通トピックスは『耳鼻咽喉科領域の難治性感染症』とし、特別講演は日本医科大学名誉教授、
大森赤十字病院部長の松根彰志先生にお越しいただき『アレルギー性鼻炎診療の注意点』についてご講演い
ただきました。アレルギー性鼻炎のようで非アレルギー性鼻炎、非アレルギー性鼻炎のようでアレルギー性
鼻炎という見逃しがちな症例を詳説いただきました。 
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2025年7月24日 

7月23日水曜、今年も恒例の「手術手技勉強会」が解剖実習室で行われました。今回も関連病院の先生方や
研修医含め多くの先生方に参加いただきました。側頭骨チームと鼻内視鏡チームに別れての実習を行いまし
た。側頭骨は西村病院教授や奈良県総合医療センター成尾部長の、内視鏡は山下講師の直接指導をうけなが
ら、普段は見る事がない深部や細部の解剖に触れることができ、貴重な実習となりました。研修医の先生方
も実際に手術機器や解剖について実際に手を動かして、体験することで益々手術に興味を持って頂けたと思
います。実施に際しまして、第一解剖学、第二解剖学、脳神経外科学教室の先生方には大変お世話になり、
この場をお借りして、厚く御礼申し上げます。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2025年7月29日 

奈良医大では呼吸器内科、麻酔科、耳鼻咽喉・頭頸部外科、検査科そして手術場の協力の下、睡眠医療チー
ムを結成して舌下神経刺激療法に取り組んでいます。一つ屋根の下で素晴らしい連携が成立しているところ
を参考にしていただければ幸いです。 

耳鼻臨床2025ランチョンセミナーより 

https://www.youtube.com/watch?v=PgnfvAU5uF8 
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2025年8月8日 

第48回日本顔面神経学会が、秋田県にぎわい交流舘AUで本日から二日間の予定で始まりました。当科から
北原教授、山下講師、吉田医員が参加しております。 

本日は吉田医員が、VZV感染の症例報告を行いました。 

雨の影響もあると思われますが、秋田は昼間の気温も30度まであがらず、奈良に比べてかなり過ごしやすい
気候です。 

学会を主催いただいております秋田大学耳鼻咽喉科頭頸部外科の皆様には厚く御礼申し上げます。 
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2025年8月18日 

このたび当科の西村 在診療助教が、医療支援アプりHOKUTOに「頭頸部癌の薬物療法」を執筆しました。
是非、参考にされてください。 

https://hokuto.app/post/SxE9QNSZTugdGg74AQ2s  

彼は奈良県で唯一、全国でも数少ない耳鼻咽喉科専門医とがん薬物療法専門医、双方の資格を持つ貴重な存
在です。当大学においてその業績が評価され、入局10年目にして正式な助教に昇進予定です。 

当科では耳鼻咽喉科所属の頭頸部がん薬物療法専門医の育成を重視しており、国内留学を通して資格取得を
支援しています。帰学後も当大学の腫瘍内科と相互連携しつつ、頭頸部がん薬物治療に勤しんでいます。 

資格取得には少なからず医局からの支援が必要であり、当科にはその準備があります。女性医師にとって
も、ライフ・スタイルに合わせて一生活躍できる資格です。 

お気軽に当医局までお問い合わせください。 

代表: 0744-22-3051; 内線: 3435 
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2025年9月6日 

本日は第9回奈良-大阪耳鼻咽喉科研究会が、諸事情に
より最終回として、トレードピア淀屋橋で開催されま
した。 

特別講演として、大阪大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部
外科の津田 学先生から『鼻副鼻腔疾患を読み解
く』、大阪医科薬科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科の
萩森伸一先生から『手術に役立つヒト側頭骨組織解
剖と鼓室形成術』。 

最終講演に相応しい鼻科と耳科のご講演を頂戴しま
した。 

元々、9年前に関西のめまい診療の底上げを目指し
て、大学の垣根を越えた研究会として始まりました。 

その後、新大阪・回生に藤田先生、阿波座・日生に
小泉先生、天王寺・公立に角南先生、堺市中区・ベ

ルに今井先生、堺市南区・近大に山中先生と、関西のめまい診療が充実したこともあり、この会を一旦発展
的に終了することとなりました。 

引き続き、相互連携を深めて参ります。 
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2025年9月12日 

9月11日～12日の日程で第38回日本口腔・咽頭科学会が函館開催されました。北原は一般演題で座長、木村
助教はSleep Surgery研究会で発表。 

札幌医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室の皆様、ありがとうございました。 
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2025年9月14日 

当めまい難聴センターの今井らは、患者持ち帰り式のポータブル眼振計にて、「前庭性発作症」におけるめ
まい発作時の眼振パターンを発表しました。めまい患者のめまい発作時の眼振は、受診時に偶然記録される
ことは難しく、過去の主観的エピソード話としてカルテ記載されるだけになるので、この種のデータは大変
貴重です。 

今井らは「前庭性発作症」以外にも「メニエール病」、「前庭性性片頭痛」に関して、めまい発作時の眼振
パターンを記録しており、各々の疾患病態、発作機構を考察するための重要なヒントになるでしょう。 
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2025年9月18日 

奈良医大めまい難聴センターの取り組みについて、日刊現代に今週火曜から連日４日間に渡り紙面掲載さ
れ、その後ネットへの転載となるようです。 

「原因不明のめまい症」の約50%が耳石、約25%が自律神経失調。この2疾患は「典型例でないと原因不明
に陥る2大疾患」であり、病態から考えて「めまい止めでは治らない2大疾患」です。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2025年9月19日 

睡眠障害は様々な疾病の原因になっている可能性があり、耳鼻咽喉科の一分野としても重要な位置付けにな
ります。 

このたび週明け月曜、奈良医大附属病院にて、睡眠医療・呼吸管理センター開設に関するメディア発表があ
ります。昼の部は厳橿会館、夜の部はグランメルキュール奈良橿原にて。 

よろしくお願い申し上げます。 
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2025年9月26日 

9月末日をもちまして、佐々助教が大阪国際がんセンターに異動になることになり、先日、送別会を行いま
した。 

佐々先生は非常にアカデミックで、医局に新しい風を吹き込んでいただけたと共に、熱心に研修医の指導に
あたっていただけました。 

佐々先生には今後の更なるご活躍を期待しております。 
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2025年9月27日 

第64回日本鼻科学会総会・学術講演会が水曜日から三日間、東京ドームホテルで開催されました。当科・関
連病院から座長、演題発表に多数の医局員が参加しました。 

日本の鼻科診療を引っ張ってこられた東京慈恵会医大耳鼻咽喉科が主催されており、非常に盛り上がった学
会で日本の鼻科治療がこの三日間でさらに一歩すすんだと思えるような学会でした。 

東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科の皆様に御礼申し上げます。 
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2025年9月30日 

日本生命病院の耳鼻咽喉科・頭頸部外科は『済生利民』を理念とし、小泉敏三先生と金澤成典先生のツートッ
プで頑張ってます。 

本日、日本生命病院で実施されためまい手術には、大阪回生病院の近藤千雅先生が見学に来られました。 
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2025年10月4日 

本日は広島大学漢方医療センターの小川恵子先生が大会長を務める、第40回日本耳鼻咽喉科漢方研究会が品
川にて開催されました。 

当科から岡安 唯講師が『COVID19異嗅症の漢方治療』、植田景太診療助教が『耳石器漢方治療の可能性』、
北原が『内耳水代謝と漢方治療』を発表しました。嬉しいご報告ですが、植田景太先生が優秀演題賞を受賞
しました。 

さらに再来年2027年の本研究会を、奈良医大が担当することになりました。西洋医学にどっぷり浸かった
先生方にも抵抗無く、漢方入門できるような内容を考えたく思います。是非ご参加の程、よろしくお願い申
し上げます。 
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2025年10月16日 

第63回癌治療学会に参加しています。 

当科からは西村在助教が、JSCO frontier セッションで”Identifying Clinical Risk Factors for Pneumonitis in 

Head and Neck Cancer Patients Treated with Salvage-Line Chemotherapy After Nivolumab Failure”として、
再発転移頭頸部癌治療におけるNovolumab療法後の肺臓炎リスクに関する演題を発表しました。 
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2025年10月17日 

成田国際文化会館で、2025年10月15日（水）～17日（金）の日程で、70回日本聴覚医学会総会・学術講演
会が行なわれています。 

当科からは、西村病院教授、岡安講師、大塚診療助教、関連施設から下倉准教授、覚道先生が参加していま
す。当科からは軟骨伝導補聴器に関する演題を、西村、大塚は公的支援について、岡安は患者動向につい
て、下倉は軟骨伝導を模擬する耳介モデルについて報告しました。覚道は聞き取り困難症の補聴支援の現状
について報告しました。 

学会を開催くださった会長の野口佳裕先生をはじめ、国際医療福祉大学耳鼻咽喉科学講座の皆様に御礼申し
上げます。 
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2025年10月18日 

令和7年度奈良県耳鼻咽喉科医会総会および第100回奈良県耳鼻咽喉科講習会が、ホテル日航奈良において開
催されました。 

記念すべき第100回ということで、特別講演1を大阪医科薬科大学耳鼻咽喉科•頭頸部外科学講座頭頸部外科
学部門教授の寺田哲也先生に、特別講演2を一般社団法人日本臨床耳鼻咽喉科医会会長の川嵜良明先生にご
講演いただきました。寺田教授にはType2炎症の病態と治療について、川嵜先生には臨床耳鼻咽喉科医会の
果たす役割について、非常に丁寧に解説いただきました。 
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2025年11月1日 
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博多の福岡国際会議場において、2025年10月29日（水）～11月1日（土）の
日程で、第35回日本耳科学会総会・学術講演会が行なわれています。 

　当科からは、北原糺教授、西村忠己病院教授、岡安唯講師、森本千裕助教、阪上雅治助教、鶴田智士医員、
岡田康信医員、景山魁大学院生が出席しています。 

　また、関連病院である奈良県総合医療センターから成尾一彦先生、尾崎大輔先生、日生病院から小泉敏三
先生、大阪総合医療センターから藤田裕人先生が参加しています。 

　当科からは耳科学領域における臨床および基礎研究の成果について報告し、活発な討論が行われました。
阪上先生は見事、耳科学会のYIA賞を受賞しています。鶴田先生は耳科領域で初めての・岡田先生は入局後
初めての学会発表でしたが、堂々と発表を終えることが出来ました。 

　来年に奈良県で同学会の開催を控えており、会員懇親会では北原教授がご挨拶と共に、来年の奈良開催に
向けたご案内とご参加の呼びかけを行いました。福岡での開催から多くの学びを得ることができ、来年の学
会運営に生かしてまいりたいと思います。 

　学会を開催くださいました会長の中川尚志教授、事務局長の小宗徳孝先生をはじめ、開催校である九州大
学大学院医学研究院 耳鼻咽喉科学分野の皆様に、心より御礼申し上げます。 
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2025年11月6日 

本日は神戸大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科のめまい難聴グループから、横井 純先生が当めまいセンターを
見学に来てくれました。 

めまい手術治療の内リンパ嚢開放術に始まり、塩崎先生の前庭リハビリ、和田先生の前庭機能検査とご覧い
ただき、最後に当めまいセンターにおけるめまい診療のコツ『ざっくり問診しっかり検査』を講義させてい
ただきました。明日からのめまい専門外来で、原因不明のめまい症が半減すること間違いない、と考えま
す。 

今晩の慰労会は、グータッチで親交を深めさせていただきました。是非、めまいにご興味のある医師、
ST、PTの方々。当めまいセンターまでお気軽にお運びください。お待ち申し上げます。 
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2025年11月8日 

本日は奈良県耳鼻咽喉科治療セミナー。私が研修医の頃から全くラインナップの変わらなかった点耳薬です

が、このたびコムレクス®が台頭して参りました。副作用も非常に少なく、短期投与で鋭敏に効くイメー
ジ。是非一度お試しくださいませ。 

自治医科大学の伊藤真人先生、お忙しい中ご遠方をありがとうございました。来年10月の第36回日本耳科
学会@奈良市を盛り上げてくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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2025年11月12日 

von Hippel Lindau病の新規治療に関する研究会が、URO科
を中心に科の垣根を越えた研究会として、グランドメル
キュール奈良橿原にて開催されました。 

von Hippel Lindau病は常染色体顕性遺伝性疾患で、国内に
200－300家系存在すると考えられています。腫瘍は主とし
て脳脊髄血管芽腫、網膜血管芽腫として高率に発症、その他
様々な臓器に発症します。 

耳鼻咽喉科医の担当は内リンパ嚢腫瘍になりますが、von 

Hippel Lindau病の約10%に合併します。参考文献にあります
ように、臨床経過がメニエール病に極めて類似し、グリセ
ロール試験が陽性であったり、V2受容体が過剰発現してい
るなど、おそらく腫瘍の影響で水腫が実際に存在するため
であると考えます。 

内リンパ嚢腫瘍は側頭骨と後頭蓋窩にまたがる腫瘍(腺腫/腺
癌)であり、以前は成長進展してから発見され、脳神経外科
的に手術治療になるため、この腫瘍性疾患が報告されるよ
うになった2000年代のQ1ジャーナルへの報告のほとんどは脳

神経外科医からのものです。近年、小腫瘍のうちに発見されるようになりましたが、やはり手術治療となる
と内耳損傷、すなわち高度感音難聴と平衡障害という後遺症を残すことになります。VHLタンパクの機能喪

失を補完する新規治療薬ウェリレグ®の台頭は、本疾患患者のQOLを著しく改善させる期待が持てると考
えます。 
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2025年11月14日 

週明け11月17日月曜夕刻、奈良医大いつかし会館から、現地
とWEBのハイブリッドセミナー「Hypoglossal Nerve 

Stimulation with Inspire」を開催します。 

Dr. Thomas Heinemanが米国アイオワから来日され、米国にお
ける豊富なHNSの経験からご講演いただきます。 

ご期待ください。 

併せてANL 52: 152-157, 2025の論文も参考に。 
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2025年11月18日 

11月10日発行の「美楽」12月号はめまい(BPPVと
メニエール病)のセルフケアについて。 

表紙・イラストの山本由伸投手と内容は何ら関係
ございません。 
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2025年11月18日 

当科頭頸部腫瘍グループはこれまでも積極的に国内留学を斡旋し、多くの優秀な頭頸部外科医・内科医を育
てています。田中瑛久先生もその一人として、国立がん研究センター中央病院・頭頸部外科の吉本世一先生
に師事し、英語論文を書き、来春診療助教として帰学します。今後の活躍に期待！ 
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2025年11月23日 

奈良医大めまい難聴センターは第39回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会秋季大会に参加しています。当セン
ターから今井貴夫先生がvHIT/VOR講義、塩崎智之先生がvHIT/VOR実技を担当します。また、西村忠己先生
が補聴器相談医実技講習にて耳型採型、特性測定を担当します。 

参加された皆様、お疲れ様でした。 
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2025年11月28日 
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第84回日本めまい平衡医学会総会・学術講演会「めまい診療の未来を探る」が11月27日、28日の2日間、パ
シフィコ横浜ノースにて開催されました。 

当科および関連病院から、特別企画に5題、口演、ポスターに12題と多数参加させていただきました。瀬尾 

徹会長ならびに聖マリアンナ医科大学関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。 
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2025年12月1日 

いよいよ今日から12月です。 

奈良医大の学生さんが『誰でも5分で対処できるめまい問診法』を、今年6月の耳鼻咽喉科臨床学会で発表
し、今年12月の耳鼻咽喉科臨床誌で論文にしてくれました。 
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是非、耳鼻咽喉科臨床の今月号、第118巻12号に掲載の『めまい診断を円滑に実施するための問診』をご一
読ください。 

めまい診療を苦手とする先生方のめまい診療スキルはどうすればアップできるか、常に考えています。 

長年めまい診療にたずさわってきた結果、最近めまい患者さんを簡単な問診でおおよそ2群に分けられるこ
とに気付きました。 

めまいエピソードについて問診したとき、発作回数と持続時間をはっきり回答できる人とはっきり回答でき
ない人の2群、すなわち自発性めまい患者さんと誘発性めまい患者さんの2群に分けられることに気付いたの
です。 

誘発性めまい、例えばBPPVや起立性調節障害の患者さんは、BPPVは頭を動かすたび、起立性調節障害は
立って歩くたびにふわふわ感を自覚します。 

そして、そのふわふわ感はそれら特定の動作をするたび1日何回も自覚しますし、毎日自覚しますので、め
まいエピソードの発作回数や持続時間を回答できないのです。 

さらに、患者さんはそのふわふわ感の誘発因子をまったく意識してませんので、「ここ何ヶ月、何の誘因も
無く、ずーっとふわふわしています」と回答してしまうのです。 

奈良医大耳鼻科YouTubeに、自発性めまいを自分の頭の中の卵が勝手にヒビ割れてめまいが起こり一定の時
間が経つと勝手にヒビが修復されてめまいが止まることに喩え、 

https://www.youtube.com/watch?v=izrVDVBpWmg 
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誘発性めまいを自分の頭の中の卵を自分が揺らすとめまいが起こり揺らすのを止めるとめまいは収まること
に喩えたアニメーション動画をアップしました。 

https://www.youtube.com/watch?v=t4FtJaN_kSk 

まずは頻度の低い疾患は後回しにして、 

発作回数と持続時間をはっきり回答できれば＝自発性めまい疾患と考え、前庭性発作症、メニエール病、前
庭性片頭痛、前庭神経炎、めまい突難の5者択一から絞り込み、確定診断に至るための検査に進みましょ
う。 

発作回数と持続時間をはっきり回答できなければ＝誘発性めまい疾患と考え、BPPV、起立性調節障害、前
庭代償不全、PPPDの4者択一から絞り込み、確定診断に至るための検査に進みましょう。 
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2025年12月1日 

2025年11月27-29日に福島県郡山市で開催された第68回甲状腺学会で、当科の西村在助教がランチョンセミ
ナーに講師としてと登壇し、演題「レンバチニブのスコアリングシステムー現状と改良に向けた展望ー」を
発表しました。 

甲状腺学会は内分泌内科や外科、耳鼻咽喉頭頸部外科の診療科横断の学会であり、他診療科の先生方とも交
流することができました。 
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2025年12月3日 

若手耳鼻咽喉科・頭頸部外科医師の頭頸部腫瘍手術手技の向上を目指して継続していた頭頸部手術手技勉強
会。若手医師を中心に頭頸部腫瘍手術に関連する様々な手術手技の基本、医療機器の安全な使用などを考え
るための会として第8回（2020/2/7開催）まで進めました。残念ながらコロナ禍で途絶えたままになってい
ました。この度、2025/12/12に第9回頭頸部手術手技勉強会（頭頸部外科手術手技の基本セミナー）を開催
（復活）することとなりました。今回の会では、豚臓器を用いたハンズオンセミナーを予定しています。甲
状腺周辺の基本手術解剖、エナジーデバイスの止血・剪断機序、およびエナジーデバイス使用のピットフォー
ルの理解を深める良い機会と思います。若手耳鼻咽喉科・頭頸部外科医師、研修医、看護師の皆様の参加を
お待ちしております。 
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2025年12月4日 

昨日、B病棟８階合同忘年会を行いました。医局員や看護師さんだけでなくコメディカルの方々などたくさ
んの関係者にご参加をいただくことができました。 

また、同時に12月末を持ちまして奈良県総合医療センターに異動することになった大塚進太郎先生の送別会
も行いました。大塚先生には、専門である小児耳鼻咽喉科領域だけでなく、今後の奈良県の耳鼻咽喉科医療
の中心としてのご活躍を期待しております。 

少し早いご挨拶になりますが、来年もよろしくお願いいたします。 
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2025年12月7日 

本日はSeoul Samjung Hotelにて、Korean Balance Societyの2025 Fall Meetingが開催され、当科から阪上雅
治助教が”Dynamics of Endolymphatic Hydrops in Meniere's Disease: Implications for Therapeutic 

Strategies”を発表しました。 
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2025年12月10日 

本日は新須磨病院から李 佳奈先生が手術見学に来てくれました。外リンパ瘻で有名な施設ですので何か臨床
研究でコラボできればと思いミーティングとなりました。 

神戸大学関連から来ていただいた先生とはグータッチをしていただくことになってます。 
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2025年12月12日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。今週から新5回生の1週ポリクリが始まり、金曜午後は総括＋めまいク
ルズスをさせていただきます。半年振りのポリクリなので週計画に慣れるまでバタバタしますが、どうぞよ
ろしくお願いいたします。  

今年度も「日常生活に寄り添う/職業に寄り添う耳鼻咽喉科」を普及させる活動の一環として「めまい」を取
り上げる方針です。めまい救急トリアージのコツ、耳鼻咽喉科のきめ細やかなめまい診断学、めまいの手術
治療という選択肢、という内容で魅力的に進めてまいります。  

頭頸部外科グループは今夕、いつかし会館で頭頸部外科手術手技のための解剖講義と実習ハンズオンをやり
ます。興味ある方は是非ご参加ください。 

耳鳴、難聴、めまい、頭痛、自律神経、嗅覚、味覚、唾液腺、音声、嚥下、睡眠、甲状腺内分泌、頭頸部が
ん。何か楽しくないですか？こんないろいろある科って。 

それでは良い週末をお過ごしください。 
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2025年12月12日 

本日、頭頸部外科手術手技の基本セミナーを厳橿会館で行いました。上村病院教授、木村助教のレクチャー
の後、ハンズオンを行いました。関連病院の若手医師や研修医、そして学生までたくさんの参加をいただき
ました。 
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2025年12月19日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は新5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。本日の総
括は、人工内耳の構造と仕組み、人工内耳のもたらすQOL改善、真珠腫性中耳炎の手術で注意すべき合併
症、口蓋扁桃摘出術で注意すべき合併症、頸部手術の際に理解すべき気管-大血管周囲の解剖をまとめてくれ
ました。 

本日で1週ポリクリは、早くも年内最終週となります。年明けはさらに魅力あるポリクリ実習の機会を提供
し、一人でも多くの若き耳鼻科医を迎え入れたく思います。 
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2025年12月20日 

今年も残すところわずかとなりました。年の瀬が近づき、慌ただしい日々をお過ごしのことと存じます。 

この度、当科の西村在助教が進めていた「頭頸部悪性腫瘍登録を用いた T2N0 下咽頭癌における化学放射線
療法（CRT）と放射線療法（RT）を比較したレジストリ研究」がInternational Journal of Clinical Oncology 

誌に掲載されました。 

https://link.springer.com/article/10.1007/s10147-025-02944-6 

本研究では、頭頸部癌の全国登録データを用い、T2N0下咽頭癌におけるCRTとRTの治療成績を検討しまし
た。背景因子を調整したIPTW解析の結果、CRTはRTに対してOS、PFSのいずれにおいても明確な上乗せ効
果を示さないことが示唆されました。レジストリ研究という性質上、一定の限界はありますが、日常診療に
おける治療選択を考える一助となれば幸いです。 

本年も多くの先生方、関係各位に多大なるご支援を賜りましたこと、心より御礼申し上げます。来年も引き
続き、臨床・研究の両面から頭頸部癌診療の発展に貢献していきたいと考えております。 
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2025年12月23日 

南奈良総合医療センターは奈良県医療の南の砦として非常に重要な位置付けです。本日は耳鼻咽喉科部長の
米山恵嗣先生、病院長の小畠康宣先生にご挨拶させていただきました。 
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2025年12月25日 

当科・診療助教の大塚進太郎先生が、今年度無事学位取得となり、年明けから奈良県総合医療センターに赴
任します。元々小児耳鼻咽喉科医を目指し、大阪母子医療センターに国内留学し、このたび奈良県北部の小
児耳鼻咽喉科医療を担います。次の目標として臨床遺伝専門医を掲げ、引き続き頑張っていただきます。 

来年10月の日本耳科学会を奈良医大が奈良市で主催します。常日頃から耳鼻咽喉科医は耳鼻咽喉科専門医を
取得して満足するのではなく、次の一手を考えて成長して欲しいと思って来ました。この全国学会でも耳科
医がもう一つ持つべきspecialtyをテーマに掲げ、遺伝のみならず睡眠、頭痛、漢方などのセッションを考え
ています。天気予報士の資格なども面白いですね。 

お天気病としての耳科疾患シンポジウムに、どなたかお天気キャスターをお呼びすることも画策中。 

是非、楽しく実のある学会にしたいです。 
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2025年12月26日 

本日、納会をおこないました。北原教授の訓示の後、一年の反省と来年の目標などを医局員で共有いたしま
した。 

今年一年ありがとうございました。令和8年1月4日までは当直体制、1月5日から通常診療の予定です。来年
もよろしくお願いいたします。 
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